
基金助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ協賛を中心とする大会協賛社を募る。

団体選定の強化指定選手等の全参加者に占める割
合

25 ％ 23 ％

大会に関する広報活動
（複数選択可） （　　　　　　　　　　）

人

助成金以外の事業収入額 1,530,000 円 2,149,400 円

か国

・国際柔道連盟試合審判規定で実施
・トーナメント制により実施。準々決勝戦で敗退した者は敗者復活戦に、準決勝戦で敗退した者は
三位決定に進んだ。
・大会情報および結果は本連盟HPに掲載され、作成したプログラム3,000部は
　関係者への配布と観客への販売として利用した。
・各階級上位4名を表彰した。
・実施後、報告書を作成し後援先などに提出した。

活動計画及び実績

年度当初計画 実績

観戦者数 3,000 人 3,000

活動の内容

参加者数 314 人
参加国数

※国際大会の場合
0

大会種別
総合競技大会の予選会を兼ねたか

主催者 公益財団法人全日本柔道連盟

共催者

年 9 月 9 日

（ 2 日間）

月 8 日 ～ 平成 30

実
施
し
た
活
動
の
内
容

開催期間・開催日
平成 30 年 9

開催場所 埼玉県立武道館

大会参加要件
2018年中に15-20歳になる者
全国10地区の予選を勝ち抜いた者
前年度大会優勝など定められた大会で優秀な成績を残し、推薦された者

活
動
の
実
施
方
法

第三者への
委任（事務委任等）の有無

※第三者への委任（事務委任等）が「有」の場合、以下に記入するととも
に、委任先の収支決算書を提出すること

委任先の組織名称

委任の内容

活動名 JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ平成30年度全日本ｼﾞｭﾆｱ柔道体重別選手権大会

活動の成果

　本大会は国際柔道連盟が定めるジュニア区分(対象年齢：15-20歳)の日本一を決する大会であ
る。
　全国10地区の予選を勝ち抜いた選手・推薦により出場権を獲得した選手の合計314名が出場し
た。
　大会終了後には全柔連強化委員会において世界ジュニア大会(10月、バハマ・ナッソー)の代表選
考ならびにジュニア区分の強化選手(C強化)の選出が行われた。

活動に対する評価
　主管である埼玉県柔道連盟の協力により、予定通りの内容でスムーズな運営ができた。
　来年度以降も競技力向上、柔道の普及・発展のため大会を継続していきたい。

活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 公益財団法人全日本柔道連盟

ホームページ テレビCM 広報媒体への掲載

その他

SNS

行った

行わなかった

国際大会 日本選手権 全国大会

兼ねた 兼ねていない

有 無



活動名 JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ平成30年度全日本ｼﾞｭﾆｱ柔道体重別選手権大会

活動報告書

【スポーツ団体大会開催助成】

助成活動細目
競技会開催

競技力向上活動

助成決定者名 公益財団法人全日本柔道連盟

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

情
報
公
開

活動の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

活動の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、活動の進捗、途中経過を公開）

活動の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、活動の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


